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32. 三芳 光
      記憶

３Fの線路側テラス

木本 秀真
Piece.

島村 祐汰 
交わりと隔たり

帆足 菜奈子
食べる人

亀井 喜一
散歩

池田 知恵
夢の海底  

01. 佐藤 京子、友成 優花、橋本 ゆうか、盛髙 真子
      margin

02.  大日方 欣一・編
      古いネガから―いとうづの森 1938－
       

中本 乃江
囲まれた世界の向こう側

脇 和弘
My place

廣瀬 孔明
陳 逸民
秋山 和也
决定性瞬間

15. 古賀 賢
      Tiny world

16. 新城 陽大
      流動する静けさ、静閑の音 

17. 脇 和弘
      My place

18. 奥野 裕太
      PM：χ

19. 坂本 海音
      NEVER AGAIN WORLD

20. 高田 有紀、長田 静花
      日常 ～暮～

     大賀 愛生  鎮守 彩
      日常 ～非～

09. 児玉 和也
     area area

10. ジョン トリスタン 
      Stillness
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03. 加瀬 息吹
      FUKUOKA DRIP

04. 不老 真人
      記憶

05. 加藤 紗梨果
      blue

06. 八反田 光喜
      運動と習慣

07. 山口 彩 
     パレット

33. 根石 桜
      ビニールハウス

11. 中村 颯
      Candid City

11

31

30

08.吉田 純也
     律動

8

13

13. 数本 佳宏
      Melt time

29. 幸田 奈々世
      繰り返し、繰り返す

22. アンソニー ラングストン
      3 of a kind
      

25. 山下 智史
      鉄路に導かれて

27

24

25

29

2223

26

24. 井ノ上 大暉
      Hakata vibes

23. 上村 知生
 　  営み
      

27. 木村 莉菜
      せりこ・夜空・ななこ

28. 不老 真人
      記憶

28

26. 稲田 悠人
     権藤 亘
     島田 大樹
     中村 諒平
     松永 拓也
     うねり

30.  河辺 順治
       記憶

12
12. 幸田 奈々世
      繰り返し、繰り返す

21. 盛髙 真子
      shirohama001

4F 渡り廊下、16 号館へ続く廊下

17 号館内

2

※ 幸田奈々世「繰り返し、繰り返す」
は 15 号館、17号館 1階及び3号
館 1階のトイレ内に設置

31.  古賀 巧馬
       秒針の軌跡
       

32



2018 年 12月17日（月） 　12月25日（火）
九州産業大学

芸術学部 写真・映像メディア学科

人間と環境 Vol.1

写真展

九産大60th 事業アートキャンパス計画

渚、地平線、夜空、一本の樹木、水辺の生きもの、うつむく青年、
ショッピングセンター、夢の観覧車、枯葉を射る光、Tシャツの中で笑う男、
L.A、Hakata、Hiroshima、Shanghai、Itozu、
窓からの眺め、キャンパスの片隅で生まれる劇、テレビのある部屋、
向こう岸とこちら岸、帰り路の友だち、ネガのまま走り続けるバス、
都市のすきま、屈折率、橋を渡るおばあさん、二枚組のトリップ、
森へ、トワイライト・ゾーン、小さなにぎわい、雑踏の中で…

人間と環境をめぐる、様々な視点からの報告をあつめた展覧会です。
今回の試みをささやかな出発点とし、引き続き人間と環境のいまを問い、見つめ、
対話をかさねていきたいと思います。

皆さまからのご感想、ご意見をたまわることができれば大変有り難く、お願い申し
上げる次第です。本日はご高覧いただきまして、ありがとうございます！

2018 年 12月

企画者を代表して
写真・映像メディア学科　大日方欣一

※ 本展は、九州産業大学 60th 記念事業「アートキャンパス計画」の一環として
企画されました。次回Vol.２は、2019 年度に開催を予定しています。


